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平成 26 年 8 月 22 日版 

 

第一分科会「大学の改善に活かす評価・IR」 

 

第一分科会担当幹事      

（茨城大学評価室）      

嶌 田  敏 行     

 

１．この分科会のねらい 

評価業務や IR 業務が、どのようにすれば意思決定や改善支援につながるのか、ということにつ

いて講義と演習を行います。想定する参加者は、評価あるいは IR 業務に一定程度、携わっている

方です（学外の機関あるいは民間企業等で評価・IR 活動を支援される方にもご参加いただけます）。 

本分科会では、評価業務・IR 業務自体をどのように改善すれば、大学がより進むべき方向に向か

いやすいのか、もしくは、評価業務・IR 業務という現状認識・現状分析の中で見えてきた学内の

課題をどのように改善すれば良いのか、ということについて、それぞれの担当者が課題を持ち寄

り、類似の課題を抱える担当者との話し合いを通じて、解決のためのヒントを得たいと考えてい

ます。その際、単に課題と解決策の事例を共有する、というだけでなく、課題に共通する背景や、

ある種普遍的な対応策も話し合いの中で探り、まとめていきたい、と考えています。 

午前中は、①我が国の評価と IR の現状、②これまでの取組のまとめ（評価と IR 活動に於ける

収集・分析・活用について）や近年、米国の大学によく見られる③Institutional Effectiveness に

ついての講義・報告を行います。午後は上述のようなグループ討議となります。短い時間ですが、

みなさんが１つでも多くのヒントを話し合いの中から見つけて、お持ち帰りいただければ、と思

います。 

 

２．会場 

神戸大学 六甲台第二キャンパス（神戸市灘区六甲台町 1-1） 

瀧川記念学術交流会館 大会議室（地図の 54 番） 

http://www.kobe-u.ac.jp/guid/access/rokko/rokkodai-dai2.html 

 

３．持参いただくもの 

・課題をまとめた紙（班の人数分、印刷してお持ちください：必須） 

・補助資料（２点までお持ち込みいただけます。なるべく紙でお願いします。：任意） 

・大学の概要が分かる資料（大学概要、数字で見る大学等。補助資料には含めません：任意） 

・事前にお配りした講義資料等（紙でも、電子ファイルでもかまいません。印刷される場合、参

考資料については、参加者の判断で印刷してください。） 

資料１．第一分科会について（本紙）、資料２．小湊講演資料、資料３．嶌田話題提供資

料、資料４．ルーブリック案、資料５．佐藤話題提供資料、資料６．班分け表 

参考資料１～３．評価業務のガイドライン（収集編、分析編、活用編） 
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４．タイムテーブル 

9：50～12：00 講義編［全席自由席］ 

9:50－9:55 趣旨説明と本日の流れ（嶌田） 

9:55－10:30 講演「我が国に於ける評価と IR の現状と課題」（25 分＋10 分）１＋２＋４共通 

九州大学 基幹教育院 准教授 小湊卓夫 

10:35－11:30 話題提供「改善のための評価・IR 活動の推進のために我々が考えるべきこと」 

（50 分＋5 分）１＋４共通 

茨城大学 評価室 助教 嶌田敏行 

11:30－12:00 話題提供「IR から IE へ？」（20 分＋5 分＋補足 5 分）１＋４共通 

福岡大学 人文学部 准教授 佐藤仁 

（補足コメント メイン州立大学アーガスタ校 本田寛輔） 

※今年度はグループ討議に向けた話題提供を中心に行いますので、例年のような質問紙を用いて、

（ほぼ）全てに回答する、という形での質疑応答は行いません。 

 

［12:00－13:00 休憩］ 

・グループ討議に備えて机の移動を行いますので、お手すきの方は手伝ってください。 

・会場の瀧川記念学術交流会館１F の食堂も営業しております。 

・会場を出て右側の生協の食堂（LANS BOX）も営業しております。 

 

13：00～16：00 演習編［グループ指定席］ 

13:00-14:20 グループ討議 

・所属するグループ（テーマ）の座席におかけください。 

・それぞれお持ちいただいた課題［個別課題］について、その原因や解決策について討論を行っ

てください。 

・可能な範囲で、グループやテーマでの共通の課題［共通課題］の原因や解決策について討論し

てまとめてください。 

・ポスターには、［個別課題］［共通課題］ともにその原因や解決策について記述してください。 

※ 学外秘となるような事項については、ポスターにはなるべく記入しないでください（報告書作

成時に削除願います）。 

※ 討論の過程でどうしても「ここだけの話ですが」という話が出ますが、基本的にメモを取った

り、口外はしないようお願いします。 

・ガイドライン、ルーブリックに引っかけていただけるとありがたいが、議論の流れを重視して

いただいてかまいません。（あとでスタッフの方で加筆・修正を行えばよいので）。 

 

14:20-15:00 ポスター報告 

・20 分ずつ交代で店番と話を聞きに行く方に分かれてください。 

・各班のテーマは明示してありますので、ご興味があるところに聞きに行ってもらう。 

・全体討論のときには、［個別課題］についてはあまり触れませんので、気になる方の話は、この

時間帯に聞きに行ってください。 
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15:05-16:00 全体討論 

・［共通課題］を中心に情報交換を行う時間帯となります。 

・原則的にファシリテータが［共通課題］を中心にグループ（テーマ）共通の課題と要因と解決

策を報告します（話が得意な方がいれば、その方でもかまいません）。［目安１班３分程度］ 

・残った時間で小湊がモデレータとなり、嶌田と２人でまとめていこうと思います。 

 

５．お願い 

この第一分科会の成果は、原則的に web サイト等で公開させていただきます。ポスターについ

ては、撮影した写真をスタッフでデジタル書類（パワーポイント）に清書します。学外秘の内容

については、削除していただいたり、場合によっては、大学名を伏せていただくことも可能です

のでお気軽にご相談ください。（個別案件がなくとも議論が積み上がっていくように一般化してま

とめる方向で考えています。） 

なお、分科会のまとめでのご発言内容や撮影させていただいた写真も公開対象とさせていただ

きますので、予めご承知おきください。（なお、大学評価担当者集会全体を通して、可能な限り内

容、成果の公開を行いますので、よろしくお願いします。） 

 

６．スタッフ 

淺野昭人（立命館大）、小林裕美（徳島大）、小湊卓夫（九州大）、佐藤仁（福岡大）、○嶌田敏行

（茨城大）、末次剛健志（佐賀大）、土橋慶章（神戸大）、長崎英助（神戸大）、難波輝吉（名城大）、

藤井都百（名古屋大）、藤原将人（立命館大）ほか 

 

 

 

本分科会の問い合わせ先 

茨城大学評価室 嶌田 敏行 

shimadat@mx.ibaraki.ac.jp 

電話：029-228-8572（企画課大学改革係と共用） 

 

 


